
29-3 月 理事会 会議議事録 
 
日 時：平成 29 年 3 月 2日（木）開始：19時 00 分 から 終了：20時 30 分 

会 場：岡臨技事務所 

出席者：会 長：岡本由美 

    副会長：黒川幸徳、木村泰治 

    理 事：藤岡克徳、福島明徳、中川裕美、植本美佐夫、高津昌吾、佐藤達郎、 

小林尚子、櫻井博重、東影明人、中西智宏、藤本一満、石松昌己、 

藤田 勝、佐野公子、久保田哲司、花房恵美子 

陪 席：山本芳枝 

監 事： 

委任欠席：河口勝憲、泉 礼司、丹下雅貴、筑地日出文、梶谷博則、鳥越宣宏、岡田 健、

間嶋秀伎 

出席 20 名、委任欠席 8 名 

書 記：東影明人、中西智宏 

議事録署名人：黒川幸徳、藤岡克徳 

 

議 題： 

Ⅰ．議事録確認 
1. 29-02理事会議事録                     （岡本 資料03-01） 

※ 承認された 

・「臨床検査技師のための認知症対応力向上講習会事業」 

⇒岡山県より心臓病センター榊原病院 玉木俊治が講習会を受講される 

・一部訂正：常務理事会 偶数月第 2木曜 → 第 1木曜 

 

Ⅱ．行動報告 
・特になし 

 

Ⅲ．経過報告 
 １．総務担当関係  

1） 来簡 2月分報告                   （藤岡 資料 03-11） 

※ 承認された 
     

2） 会計報告 10 月分                     （福島  資料 03-12） 

※ 承認された 

・接待交際費について 

⇒講師宿泊費・懇親会費等を会費より負担する場合、事前に会長に相談する 

・学術セミナー費の入金状況について 

      ⇒2社が未入金（アボット・ジャパンに本年度中の入金を依頼する） 

  

3） 会員動向 2月分                       （中川 資料 03-13） 

会員数 1354 名（新入会員 0名・転出 4名） 

  

4） 総務担当者会議関係                （藤岡 資料 03-14） 

   ・事業報告セミナー、平成 29 年度定期総会、次年度事業、HPリニューアル、 

検体採取等に関する厚生労働省指定講習会の期限について 

・事業報告セミナーの事前申込者は 166名 

   ・平成 29 年度定期総会は、6月 11 日に川崎医療短期大学 体育館で開催する 

   ・教育講演は DMAT について和歌山県元会長の玉置達紀氏と福島明徳理事に依頼する 
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・地域の活性化に向け、県内を区分けし情報の伝達を図る 

     ⇒区分けは、決まり次第報告する 

・新人研修会を 7月 8日に開催予定 

・検体採取等に関する厚生労働省指定講習会の期限を認識していない技師がいた為、

HP にて啓発を行った 

     

5） その他                         （中川 資料 03-15） 

・行事予定の共有化に向けて 

 Google カレンダーを利用しセミナー等のブッキングを予防する 

 講師との日程が決まった時点で、岡臨技 HP の STAFF ROOM より Google カレンダー

にログインし行事名を（仮）付きで入力する  

・講師謝金について 

 受取った時点で企画書を持って講師謝金を確認しケースに入れる 

 

２．学術担当関係  
1） 学術担当者会議 

    2 月開催なし 

     

2） 学術・生涯部関係  
   ・一般検査部門会議議事録                 （藤岡 資料 03-21） 

 2 月 18 一般検査講演会、29年度計画について 

・29年度 初心者研修会を 6月 3日に開催する 

 会場を川崎医療短期大学 体育館から 200 番大講義室に変更する 

・29年度 スキルアップ研修会は 12 月 17 日に開催予定 

  
3） 精度管理部関係 

特記事項無し 
     

4） 出版部関係  
特記事項無し 

  
5） その他 

・第 47 回岡山県医学検査学会について                 （植本） 
    実務委員は 7 時 45 分に集合 
 
 ３．渉外担当関係 

1） 渉外部担当会議                     （小林 資料 03-21） 
・平成 29年度事業計画、「活かしてください臨床検査」の更新について 

    検査展・健康展は 11 月 4 日に岡山コンベンションセンターのレセプションホール

で開催する                            （木村） 

   
2） 企画調査部関係 

特記事項無し 
   

3） 企画青年部関係 
特記事項無し 
 

4） その他 
特記事項無し 
 



 
Ⅳ．協議事項 
１．総務担当関係 
1） 平成 29 年度定期総会企画予算書           （藤岡 資料 03-51～53） 

※ 承認された 

⇒一部訂正：講演会等講師派遣依頼書 企画分野の昨年度の内容を削除 

      ：会報掲載依頼書 講演会のポイントを修正 

 

2） 第 69回「保険文化賞」候補者の推薦について              （藤岡 資料 03-54） 

   今年は候補者無し、今後に期待する 

    

3） 第5回自動分析コツセミナーin岡山への後援について  （藤岡 資料03-55～56） 

※ 承認された 

    

4） OT3（2017.02.04 開催）企画決算書について        （木村 資料 03-57） 

※ 承認された 

 臨床検査技師会からは 16 名の参加であった 

 

5） HP更新について                   （櫻井 資料03-58～61） 

・さくらインターネットサーバー上でクロスチェックが正常に作動することが確認  

できた 
   ・HP 委員会等の要望をもとに再見積もりを行ったところ、1,572,633 円となった 

    ※ 再見積もり額で契約を行うことが全会一致で承認された 

     

6） その他 

・医中誌「著作権抄録利用許諾」のお願いについて      （藤岡 資料 03-62） 

※ 承認された 

 

・「岡山市くらしの便利帳」広告掲載依頼について      （藤岡 資料 03-63） 
※ 検査展等の広報には利用できないため、見送られた 

 

 ２．学術担当関係 
1） 企画予算書 

・一般検査部門講演会（6月 3日：川崎医療短期大学 200 番大講義室） 

      ～初心者・日当者のための尿検査講座～   （藤岡 資料 03-71～73） 

     会場は川崎医療短期大学 体育館から 200 番大講義室に変更 

※ 承認された 

     

・真庭地区講演会（6月 24 日：金田病院 研修ホール） 

   ～甲状腺ホルモンについて～      （久保田  資料 03-74～76） 

講師については富士レビオ株式会社に依頼しているが現時点では未定 

※ 承認された 

     

2） 企画決算書 

・糖尿病療養費指導講演（1月 15日：川崎現代医学博物館） （植本 資料 03-77） 

手続きが遅れたことと協賛金を頂いているため日臨技からの補助金は不採用と

なった 

企画書を作成する場合には費用等に注意する 

今回は実務委員が多かったため次回からは減員する 

※ 承認された 



      

・生理機能部門講演会（1月 22 日：岡山大学病院）     （植本 資料 03-78） 

※ 承認された 

      

・臨床化学部門講演会（2月 4日：倉敷芸術科学大学）     （藤本 資料 03-79） 

参加人数 31 名で 1名は非会員 

県内技師が 10名、県外技師が 20 名であった 

※ 承認された 

 

・玉野地区講演会（2月 15 日：玉野市総合保険福祉センター）  （高津 資料 03-80） 

 当初の募集人数は 40名であったが、募集多数のため会場を変更した 

 県内技師の旅費は運営費等詳細に記載する 

※ 承認された 

  

・一般検査部門講演会（2月 18日：川崎医療短期大学）    （藤岡 資料 03-81） 

 富士レビオ株式会社と岡山大学の ISO のセミナーと同日だったため参加人数が 

少なかった 

※ 承認された 

      

3） その他 

・2月 26 日に日臨技中四国支部病理・遺伝子染色体部門合同研修会が開催され 65 名

が参加された                           （藤田） 

 

３．渉外担当関係 
1） 企画予算書 

・第 53 回ソフトボール大会                （木村 当日資料） 
※ 承認された 

      
2） 企画決算書 

特記事項無し 
      

3） その他 

・検査展の備品としてパルスオキシメータ（26,000 円）の購入について  （佐藤） 
 検査展・健康展の予算までに検討する 
 

・ソフトボール大会の備品としてテントの購入について          （木村） 

 本年度中に購入する 

 
・スタッフジャンバーの購入について                  （岡本） 

本年度中に購入する 

 
 ４．その他 

1） ３ヶ月予定表                     （岡本 資料 03-91） 
 
Ⅴ．各種行事への役員派遣 
1. 川崎医療短期大学卒業式（3月 15日）岡本 

2. 倉敷芸術科学大学卒業式（3月 23日）岡本 

3. 倉敷芸術科学大学入学式（4月 5日）岡本 

 

Ⅵ．常任委員会等開催 



1. 常務理事会開催日：平成 29 年 4 月 6 日（木） 

2. 総務担当会議開催日：平成 29 年 4 月 20 日（木） 

3. 学術担当会議開催日：河口副会長と相談の上決定 

4. 渉外担当会議開催日：平成 29 年 4 月 20 日（木）：済生会吉備病院     
 
 
 
 
 
 

議事録署名人� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 下記に署名捺印する 

 

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 一般社団法人� 岡山県臨床検査技師会 

 

議長� � � � � 岡本� 由美� � � � � � � � 印 

 

黒川� 幸徳� � � � � � � � 印 

 

藤岡� 克徳� � � � � � � � 印 



（様式07-03.行動報告書）
担　当
部　長

会　計
 部　長

藤岡 福島

請 求 金 額

会員番号： 印

4 3

〒

2 20 金 18 00 ■日帰り

□宿泊

2 20 金 19 20 　泊　日

・ 上記協議会に出席しました。

・ 参加者は11名（委員7名、オブザーバー1名、事務局3名）でした。

・ 内容

①岡山県の胃がん・大腸がん及び胃がん・大腸がん検診の現状について

　・岡山県の胃がん・大腸がんの現状報告があった。

　・40～49歳における胃がん死亡数が全国4.5に対し7.6（人口10万人あたり）と非常に高い。

報告事項 　・胃がん検診は、従来のX線検診に加え内視鏡検診も加えられたが、人的問題などににより、

　　岡山市、倉敷市など一部の市町村に留まっている。

②平成28年度胃がん・大腸がん検診における精度管理調査について

　・岡山県の胃がん・大腸がんにおける精度管理調査の現状報告があった。

　・市町村、検診機関のチェックリスト遵守状況を調査し、不良項目に対し改善指導を行っている。

　・精検受診率70％未満の市町村に対し改善指導を行っている。

③胃内視鏡検査実施に係る体制整備について

　・胃内視鏡検診運営委員会、読影委員会の設置、ダブルチェック方法（精度管理）、検査医療機関の確保

　　県内相互乗り入れ（他の市町村での胃内視鏡検査の実施）、マンパワー不足など多くの課題がある。

④「岡山県市町村がん検診に係る様式及び検診機関等の基準」の改正について

　・上記改正の説明があった。文言などの修正であり、大きな改正はなかった。

№ 会員番号 所属 会員番号 所属 会員番号 所属

１ 330870 済生会

２

３

4

5

※駐車料金・食卓料などの追加請求には領収書が必要です

 円
 円支 払 合 計 0

0請 求 金 額

会   長

行　動　報　告　書

木村　泰治

岡本

担 　当
副会長

岡山済生会総合病院

330870

会 計 部 長 記 入 欄：
一般会計支払項目

(社)岡山県臨床検査技師会長　様

所在地

報告日：

0
報告者氏名：

所属：

平成29

行動内容 平成27年度岡山県生活習慣病検診等管理指導協議会　胃がん・大腸がん部会

　　　岡山市北区下石井2-6-41行動場所

自

700-0907

備
　
考

※この用紙は様式07_01_02用紙で請求した行動の報告
書です。代表者（又は個人）が提出して下さい。
※必要事項を記入し，資料ともに事務所まで送付して下
さい。

行動日時

氏　　名 

至

木村　泰治

TEL： 086-232-0511

　　　ピュアリティまきび

□午前・■午後

氏　　名 氏　　名

□午前・■午後

～

施設名

￥ 

年 月 日 

月 日 曜日 

月 日 曜日 

時 分 

時 分 

円× 円× 円× 円× 

木

木

Fujioka
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テキストボックス
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（様式07-03.行動報告書）
担　当
部　長

会　計
 部　長

藤岡 福島

請 求 金 額

会員番号： 黒川

4 3

〒

3 14 月 6 00 ■日帰り

□宿泊

3 14 月 7 30 　泊　日

報告事項

№ 会員番号 所属 会員番号 所属 会員番号 所属

１ 330592 川短

２ 　

３

４

５

６

７ 　

８

９

10

※駐車料金・食卓料などの追加請求には領収書が必要です

 円
 円

700-0907 TEL： 086-232-0511

ピュアリティーまきび

□午前・■午後

氏　　名 氏　　名

□午前・■午後

行動内容を下記のとおり報告します。

至

氏　　名 

黒川幸徳

　

備
　
考

※この用紙は様式07_01_02用紙で請求した行動の報告
書です。代表者（又は個人）が提出して下さい。
※必要事項を記入し，資料ともに事務所まで送付して下
さい。

行動日時

平成28年度岡山県生活習慣某検診等管理指導協議会肺がん部会が平成29年3月14日（火）18:00か
ら岡山市内のピュアリティまきびで開催された。
協議内容は下記のとおりである。
・岡山県の肺がん及び肺がん検診の現状について
・平成28年度肺がん検診における精度管理調査について
・肺がん精密検診機関の更新について
・「岡山県市町村がん検診に係る様式及び検診機関等の基準」の改正について
・「岡山県肺がん精密検診機関基準及び届出要領」の改正について
・その他
上記議題について資料に基づき事務局から説明・報告があり，承認された。

支 払 合 計 主催者負担のため経費不要

2017

行動内容 岡山県生活習慣病検診等管理指導協議会肺がん部会

　　　岡山県岡山市北区下石井2-6-41行動場所

自

(社)岡山県臨床検査技師会長　様

施設名

所在地

報告日：

主催者負担のため経費不要

報告者氏名：

所属： 川崎医療短期大学

330592

会   長

行　動　報　告　書

黒川　幸徳

岡本

担 　当
副会長

黒川

会 計 部 長 記 入 欄：
一般会計支払項目

主催者負担のため経費不要請 求 金 額

　

￥ 

年 月 日 

月 日 曜日 

月 日 曜日 

時 分 

時 分 

円× 円× 円× 円× 

Fujioka
長方形

藤岡　克徳
テキストボックス
資料04-03



（様式07-03.行動報告書）
担　当
部　長

会　計
 部　長

藤岡 福島

請 求 金 額

会員番号： 岡本

3 15

〒

3 15 水 ９ ■日帰り

□宿泊

3 15 水 １２ 　泊　日

・

・

・

・

・

報告事項 ・

・

・

・

・

・

・

№ 会員番号 所属 会員番号 所属 会員番号 所属

１ 334729 松田

２ 　

３

４

５

６

７ 　

８

９

10

※駐車料金・食卓料などの追加請求には領収書が必要です

 円
 円支 払 合 計 2,100

2,100

看護科・臨床検査技師科59名・放射線技術科・医療介護福祉科・医療保育科の総勢

332名が卒業されました。

請 求 金 額

　

会   長

行　動　報　告　書

岡本　由美

岡本

担 　当
副会長

黒川

会 計 部 長 記 入 欄：
一般会計支払項目

(社)岡山県臨床検査技師会長　様

報告日：

2,100
報告者氏名：

所属： 松田病院

334729

Ｈ29

行動内容 平成28年度　川崎医療短期大学卒業式

　　　岡山県倉敷市松島行動場所

自

施設名

所在地

備
　
考

※この用紙は様式07_01_02用紙で請求した行動の報告
書です。代表者（又は個人）が提出して下さい。
※必要事項を記入し，資料ともに事務所まで送付して下
さい。

行動日時

氏　　名 

岡本　由美

　

～

至

TEL： 倉敷市松島

　　　川崎医療短期大学体育館

■午前・□午後

氏　　名 氏　　名

■午前・□午後

平成28年度　卒業証書・学位記授与式に来賓として参列しました

￥ 

年 月 日 

月 日 曜日 

月 日 曜日 

時 分 

時 分 

円× 円× 円× 円× 

Fujioka
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（様式07-03.行動報告書）
担　当
部　長

会　計
 部　長

藤岡 福島

請 求 金 額

会員番号： 岡本

3 23

〒

3 23 木 ９ ■日帰り

□宿泊

3 23 木 １ 　泊　日

式次第の「卒業生感恩の儀」卒業生の掛け声の下、卒業生一同が周囲の台上の方、来賓、父兄

・

・

報告事項 ・

・

・

・

・

・

・

№ 会員番号 所属 会員番号 所属 会員番号 所属

１ 334729 松田

２ 　

３

４

５

６

７ 　

８

９

10

※駐車料金・食卓料などの追加請求には領収書が必要です

 円
 円

TEL： 086－440－1111

倉敷芸術科学大学

■午前・□午後

氏　　名 氏　　名

□午前・■午後

Ｈ28年度　倉敷芸術科学大学　学位記授与式に来賓として出席しました。

～

至

氏　　名 

岡本　由美

　

備
　
考

※この用紙は様式07_01_02用紙で請求した行動の報告
書です。代表者（又は個人）が提出して下さい。
※必要事項を記入し，資料ともに事務所まで送付して下
さい。

行動日時

行動内容 倉敷芸術科学大学　学位授与式

倉敷市連島町西之浦2640番地行動場所

自

施設名

所在地

(社)岡山県臨床検査技師会長　様

報告日：

2,400
報告者氏名：

所属： 医療法人　天和会　松田病院　

334729

Ｈ29

会   長

行　動　報　告　書

岡本　由美

岡本

担 　当
副会長

黒川

会 計 部 長 記 入 欄：
一般会計支払項目

支 払 合 計 2,400
請 求 金 額 2,400

国際色あふれる華やかな４年制大学らしい卒業式でした。

教師に向かって４度９０度の角度を変えてご挨拶をされる儀式になごみました。

　

￥ 

年 月 日 

月 日 曜日 

月 日 曜日 

時 分 

時 分 

円× 円× 円× 円× 

Fujioka
長方形

藤岡　克徳
テキストボックス
資料04-05



事 務 局 関 連 来 簡 文 書 及 び 経 過 報 告 
 
3 月  1 日受信：友野印刷㈱より「請求書（会報 3 月号） 11,880 円」 

     受信：神奈川県技より「会報 433 号」 

 6 日受信：ＮＴＴより「次回口座振替のお知らせ（2 月分）済生会 5,742 円」 

     受信：ヤマト運輸㈱より「請求書（会報 2 月号・会誌等送料） 72,661 円」 

     受信：東京都技より「会誌 Vol.45 No.1」 

     受信：日本衛生検査所協会より「医療フォーラム 21『慢性腎臓胃病（CKD）と検査』冊子」 

     受信：日臨技より「会費の送金について」 

             「平成 28 年度『生涯教育推進研修会助成金』の送金について（通知）」 

             「ｅ-ラーニング説明会開催について（ご依頼）」 

             「『りんしょう犬さん（起き上がりこぼし）』の配布希望について（調査）」 

             「平成 28 年度『新入会員研修会助成金』の送金について（通知）」 

   9 日受信：中国電力より「請求書（3 月分電気代）12,205 円」 

     受信：栩本泰輝税理士事務所より「請求書（税務会計顧問料 2 月）32,400 円」 

         受信：㈱青山キャピタルより「請求書（タクシー代）19,810 円」 

     受信：愛知県技より「平成 28 年度愛知県臨床検査精度管理調査総括集」「会報 3 月号」 

     受信：大塚薬報編集部より「大塚薬報  No.723」 

  13 日受信：川崎医療短期大学より「自己点検・評価報告書」 

     受信：岡山県病院協会より「病院便り 3 月号」 

     受信：日臨技より「日臨技より「医学検査 Vol.66 No.2」「JAMT magazine 3 月号」 

16 日受信：ＮＴＴより「次回口座振替のお知らせ（3 月分）事務所（TEL）1,734 円」 

             「次回口座振替のお知らせ（3 月分）事務所（FAX）2,594 円 

  21 日受信：石川県技より「会誌 Vol.45 No.1」 

     受信：医学中央雑誌刊行会より「医学中央雑誌 収載誌目録」 

     受信：第 66 回日本医学検査学会事務局より 

「公開水戸塾のご案内とワークショップ参加者推薦について（お願い） 

  23 日受信：スペースアップ新保管理組合より「請求書 管理費（4 月分）33,000 円」「月間管理報告 2 月」 

 28 日受信：ＮＴＴコミュニケ－ションズ㈱より「次回口座振替のお知らせ 済生会（ＯＣＮ） 2,106 円」 

                         「次回口座振替のお知らせ 事務所（ＯＣＮ） 4,104 円」 

     受信：日臨技より「会費の送金について」 

             「平成 28 年度『生涯教育推進研修会助成金』の送金について（通知）」 

             「平成 28 年度『検査説明・相談ができる臨床検査技師育成講習会』助成金の送金について」  

             「『日臨技生涯教育研修制度』平成 28 年度事務処理について（依頼）」 

  30 日受信：栃木県技より「会誌 Vol.12 No.2」 

     受信：高知県技より「会誌 Vol.46 No.3」 

     受信：大阪府技より「会報 第 339 号」 
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平成 28 年度 技発文書および公印使用文書一覧表 
 

No 日時 表題 発送先 

429 3/7 第 5 回自動分析コツセミナーの後援について（回答） ㈱日立ハイテクノロジーズ 

－ 3/10 講演のお礼 山下 徹（岡山大学病院） 

－ 3/10 講演のお礼 高村 好実（市立宇和島病院） 

430 3/15 平成 29 年度会費納入のお願い 県会員 

431 3/23 平成 29 年度法人賛助会員のご案内と会費納入のお願い バイオ・ラッド・ラボラトリーズ㈱ 
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                                会員状況（3月） 2016.2.25～2017.3.31

会員数

日臨技会員

県のみ会員

個人賛助会員

法人賛助会員

新(再/転）入会　　　0名　　        

退会・転出　　　　　　22名

714705 浜瀬　朋子 9330082 ㈱岡山医学検査センター 退会

330529 大倉　美樹子 9330065 倉敷中央病院 　〃

706690 山内　結里菜 9330025 岡山博愛会病院 　〃

335074 北村　奈央子 9330065 倉敷中央病院 　〃

335098 渕上　真希 9330071 倉敷成人病センター 　〃

334695 槙本　富子 9330024 心臓病センター榊原病院 　〃

330062 河口　宏美 9330297 おさふねクリニック 　〃

330056 伊藤　公子 9330083 笠岡市立市民病院 　〃

334553 森　厚子 自宅会員 　〃

712075 内藤　幹 9330174 倉敷リバーサイド病院 　〃

330397 牧田　典子 9330065 倉敷中央病院 　〃

880145 佐藤　和子 9340118 日本鋼管福山病院 　〃

660047 水川　節子 9330211 まび記念病院 　〃

880190 川西　敏夫 自宅会員 　〃

880191 牧田　卓一 自宅会員 　〃

704144 植田　みな美 9330024 心臓病センター榊原病院 転出

701357 木山　直子 9330062 川崎医科大学附属病院 　〃

712663 飛田　圭貴 自宅会員 　〃

708766 佐藤　友美 9330021 岡山市立市民病院 　〃

709894 岩城　紗弥子 930129 重井医学研究所附属病院 　〃

335137 小林　祐未子 9330214 岡村一心堂病院 　〃

711710 片山　尚美 9330277 ㈱ファルコバイオシステムズ岡山研究所 　〃

1336（1354）

1328（1346）

3     （6）

 1　　 （2）

 60　 （60）

※(　）内は前月会員数
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平成 28 年度 第 3 回 HP 委員会 会議議事録 
 
 

日 時：平成 29 年 3 月 30 日（木）１9 時 00 分～ 
会 場：岡臨技事務所  
出席者：岡田 健、黒川 幸徳、木村 泰治、高津 昌吾、金子 賢太郎、 

上山  海斗、東影 明人、櫻井 博重 
欠 席：岡本 由美、河口 勝憲、藤岡 克徳、中川 裕美、福島 明徳、中西 智宏、 

梶谷 博則 
陪 席： 無し 
書 記：東影 明人 櫻井 博重   
出席業者：友野印刷（株）営業課：西中、Web-DB ソリューション係：有木 
 
審議事項  
 
1. リニューアル HP 作成における、友野印刷（株）さんとの調整 

 以下、提出資料内容を基に審議を進行させた 
① 現サイトのデータを確認サイトに移設しているので、内容について確認 
   http://clients.tomono.jp/okaringi/root/ 
     ID:ringi   PASS:ringi 
② クロスチェックの動作に必要なフォルダ、ファイルについて確認 
   前回、さくらレンタルサーバーにてクロスチェックの動作確認済み 
   HP リニューアルにおいて必要なファイルを移設する 
   /public_html/aaa と /public_html/cgi-bin 
     但し動作上、“過去データ”閲覧時には別の画面よりの閲覧となるので 
   PW 入力にて閲覧する（データ入力と閲覧の為の 2 つの画面となる） 
③ お知らせへイベント予定を投稿したら、google カレンダーへも自動で反映される 
   現状では無理の様である。 
   Google カレンダーの表示文字数が限られているので、 

     行事（講演会等のお知らせ等）を入力する場合、各部署での詳細な入力と google 
カレンダーに簡単に入力して管理する方が良い 

④ ソフトボール大会などの写真を共有（保存） 
 WordPress にて File Manager を使用するか？（フォルダの構造上不安：システ

ムフォルダが同じ階層にある） 
 Yahoo や google など無料の Dropbox ものが有るが、将来の存続については不透 
 明で有る為、友野印刷さんの方で良い方法を検討する。 

http://clients.tomono.jp/okaringi/root/
Fujioka
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⑤ Google アカウントの用意について 
 一般会員の方が行事予定を確認する為の、google カレンダー用 

⑥ 更新システムに設定する管理ユーザーについて 
 サイト内管理の為の管理者権限や担当者及び役割分担の決定が必要 

   例えば、学術・渉外・総務部からの講演会や技師会のお知らせなどの入力者、 
   又その記事の確認や公開権限やサイト全体の管理者の決定など 
⑦ 現在使用している“ASJ サーバ”の契約・仕様内容の確認 

 現在 ASJ サーバでの使用メールの確認⇒移行時期に ASJ とさくらサーバでの 
 混乱を避ける対応の為、仕様内容を確認 
 okaringi.or.jp のメールアドレスを移行（使用していないアドレスは削除） 
 

2. リニューアル HP 完成までのタイムスケジュール作成について 
   友野印刷さんの提出資料を基に検討した結果、一応下記の予定となった（変更有り） 
  3/30：第 3 回 HP 委員会 打ち合わせ・仕様確認 
  4/07：新サーバの契約（友野印刷さんが代行手続き） 
     旧サーバの解約手続き 
     ドメインの移設手配 
  4/14：仕様の最終決定 
     移設内容の確認 
     修正内容の連絡（確認サイトで検討する） 
  4/17：修正指示を反映して、新サーバへ移設 
     更新システムの構築開始（さくらサーバへ） 
  5/10：更新システムも含む動作検証 
  5/24：修正内容の連絡 
  6/08：サイトリニューアルの公開 （月末のクロスチェック入力・集計の混乱を避ける

為、6/1⇒6/8 とした） 
3．質疑・応答等 
  1.リニューアル HP 作成における、友野印刷（株）さんとの調整時に参加者は積極的に

質疑を行った。 
 
4．今後の検討課題について （特に下記 3 項目） 
  ① 一般の方が行事確認を行う為の google カレンダー用のアカウントを作成 
  ② 行事（講演会等）などのお知らせを入力する場合、詳細事項と簡潔な入力の２通

り 
  ③ 管理ユーザーの決定（行事投稿者・確認者・サイト管理者など） 

以上 
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（ ）

①

②

- 円

- 円

●収支予算案

人 6 人）

人 人）

（予算 なし 社） -- 社）

① 円 円

② 円 円

③ 円 円

収 入 小 計 ④ 円 円

※講師 4 名

講 師 料 ①

旅 費 ①

講 師支 払額 ①

①

講 師 料 ②

旅 費 ②

講 師支 払額 ②

②

講 師 料 ③

旅 費 ③

講 師支 払額 ③

③

講 師 料 ④

旅 費 ④

講 師支 払額 ④

④

支 出 小 計

収 支 差 額

通 信 費

旅 費 日 当

提出日：

副会長担当部長

2 日 目 講 師 料

会 場 費

雑 費

運 営 費

消 耗 品 ･ 雑 費

講 師 謝 金

備考・摘要

12,000

会計

福島
予　算
決裁時

2016/10/04講演会等企画

講 師 謝 金

12,000

会長副会長会計担当部長

日臨技助成金

提出日：

福島

30,000

30,000

理事

決　算
決裁時

所　　属

猶本　良夫

川崎医科大学附属川崎病院

（予算時講師人数）

会員番号

30

0 氏　　名

6,000

国家公務員共済組合連合会　呉共済病院所　　属

院長代理

 【講師詳細】

肩　書　き

高津　昌吾 技師長

差異決算額

0

最 終 参 加 ②

最 終 参 加 ①備考・摘要

課長

雑 収 入

500,000

備　　考

(施　　設　　名)(氏  名)

看護部長

氏　　名

所　　属

33,411 33,411

30,000

0

33,411

46,000

50,000 44,000

司 会

日臨技助成金

講 師 謝 金

平成28年度検査説明・相談の出来る臨床検査技師養成講習会

共 催

岡山大学病院

会員番号

30,000 0

33,411講 師 謝 金

30,000

予算額

30,000

【収入の部】 予算額

【支出の部】

参 加 費

750,000

171,509

44,904705,096

▲ 1,0960

171,509

30,000 13,518

30,000

750,000

決算額

704,000

10,000

00

0

16,482

64,800

60,000

会長

総合管理部門

◎ 予算書

0

差異

0

0

0

0

60,000

10,000

24,501 24,501

22,000 22,000

0

40,000460,000

30,000

理事

（会員交通費は「様式07 出張報告書」を提出）

横地副会長：交通費35,000円、宿泊費12,500円
油野先生：宿泊費9,780円、講師交通費（タクシー代）19,810円
実務委員：＠1500円×のべ10名＝15,000円、交通費14,880円
消耗品内訳：ネームプレート　5,287円
　　　　　　　　修了証書　37,649円
　　　　　　　　講師用水　670円
　　　　　　　　接待用お茶　386円

人材開発マネジメント株式会社

古垣　みゆき

0

64,800

106,970

藤岡

 名

～

9時00分 ～

提案者：

 名50

藤岡

　

(一社)岡山県臨床検査技師会長様 黒川

(様式11 企画予算書・派遣・決算書)

60,000

50,000

167,44480,000

342,368 210,020

▲ 87,444

6,008

132,348

43,992

藤岡　克徳

岡本

2017/03/10

黒川

 TEL：岡山旭東病院　パッチ・アダムス　ホール

9時00分

基礎生涯教育点数 ①： 募集人員 ①：

講演会等を下記のとおり企画し、提案および報告をいたします。

◎ 決算書

岡本藤岡 藤岡

企 画 分 野

生 涯 教 育 点 数

会 場

日 時
17時30分

検査部輸血課主任

16時00分

340254

前川　珠木

会員番号

備　　考

肩　書　き

氏　　名 荒谷千代美

（決算

（うち講師・実務委員52

（うち講師・実務委員

(役職名)

【協賛詳細】

備　　考

テキスト印刷・製本　70部：199,800円
事前会議費用（2回分）：10,220円

肩　書　き 常務取締役

氏　　名 会員番号

備　　考

肩　書　き

所　　属

【運営費等詳細】

【雑費他詳細】

参 加 協 賛 収 入 00

200,000200,000

0

0

0

切手代

60,000

平成29年2月11日 (土)

平成29年2月12日 (日)

テ ー マ ・ 内 容

【参加者数詳細】

玉野三井病院

10,000

岡山旭東病院

(会員№)

330265

330673 藤岡　克徳

生涯教育点数 ②： 受 講 料 ②：

受 講 料 ①：

募集人員 ②：
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（ ）

①

②

- 円

- 円

●収支予算案

人 6 人）

人 人）

（予算 なし 社） -- 社）

① 円 円

② 円 円

③ 円 円

収 入 小 計 ④ 円 円

※講師 4 名

講 師 料 ①

旅 費 ①

講 師支 払額 ①

①

講 師 料 ②

旅 費 ②

講 師支 払額 ②

②

講 師 料 ③

旅 費 ③

講 師支 払額 ③

③

講 師 料 ④

旅 費 ④

講 師支 払額 ④

④

支 出 小 計

収 支 差 額

平成29年2月11日 (土)

平成29年2月12日 (日)

テ ー マ ・ 内 容

【参加者数詳細】

倉敷リバーサイド病院

10,000

岡山旭東病院

(会員№)

330979

330673 藤岡　克徳

生涯教育点数 ②： 受 講 料 ②：

受 講 料 ①：

募集人員 ②：

参 加 協 賛 収 入 00

200,000200,000

0

24,000 0

0

切手代

34,000

備　　考

テキスト印刷・製本　70部：199,800円
事前会議費用（2回分）：10,220円

肩　書　き 教授

氏　　名 会員番号

備　　考

肩　書　き

所　　属

170306

【運営費等詳細】

【雑費他詳細】

教授

16時00分

花山　宜久

会員番号

備　　考

肩　書　き

氏　　名 谷原　弘之

（決算

（うち講師・実務委員52

（うち講師・実務委員

(役職名)

【協賛詳細】

藤岡　克徳

岡本

2017/03/10

黒川

 TEL：岡山旭東病院　パッチ・アダムス　ホール

9時00分

基礎生涯教育点数 ①： 募集人員 ①：

講演会等を下記のとおり企画し、提案および報告をいたします。

◎ 決算書

岡本藤岡 藤岡

企 画 分 野

生 涯 教 育 点 数

会 場

日 時
17時30分

34,000

24,000

50,000

167,44480,000

342,368 210,020

▲ 87,444

6,008

132,348

43,992

理事

（会員交通費は「様式07 出張報告書」を提出）

横地副会長：交通費35,000円、宿泊費12,500円
油野先生：宿泊費9,780円、講師交通費（タクシー代）19,810円
実務委員：＠1500円×のべ10名＝15,000円、交通費14,880円
消耗品内訳：ネームプレート　5,287円
　　　　　　　　修了証書　37,649円
　　　　　　　　講師用水　670円
　　　　　　　　接待用お茶　386円

北陸大学

油野　友二

0

37,866

106,970

藤岡

 名

～

9時00分 ～

提案者：

 名50

藤岡

　

(一社)岡山県臨床検査技師会長様 黒川

(様式11 企画予算書・派遣・決算書) 会長

総合管理部門

◎ 予算書

0

差異

0

0

0

0

10,000

30,000

33,411 33,411

30,000 30,000

0

40,000460,000

45,000

750,000

156,123

44,904705,096

▲ 1,0960

156,123

30,000 13,518

45,000

750,000

決算額

704,000

30,000

00

0

16,482

37,866

10,000

日臨技助成金

講 師 謝 金

平成28年度検査説明・相談の出来る臨床検査技師養成講習会

共 催

岡山大学病院　総合診療内科

会員番号

45,000 0

50,116講 師 謝 金

45,000

予算額

45,000

【収入の部】 予算額

【支出の部】

参 加 費

雑 収 入

500,000

備　　考

(施　　設　　名)(氏  名)

助教

氏　　名

所　　属

50,116 50,116

45,000

0

50,116

46,000

50,000 44,000

司 会

川崎医療福祉大学　医療福祉学部　臨床心理学科所　　属

講師

 【講師詳細】

肩　書　き

中川　裕美 主任

差異決算額

0

最 終 参 加 ②

最 終 参 加 ①備考・摘要

課長

会長副会長会計担当部長

日臨技助成金

提出日：

福島

45,000

45,000

理事

決　算
決裁時

所　　属

末盛　晋一郎

川崎医科大学　検査診断学

（予算時講師人数）

会員番号

30

0 氏　　名

6,000

通 信 費

旅 費 日 当

提出日：

副会長担当部長

１ 日 目 講 師 料

会 場 費

雑 費

運 営 費

消 耗 品 ･ 雑 費

講 師 謝 金

備考・摘要

会計

福島
予　算
決裁時

2016/10/04講演会等企画

講 師 謝 金

Fujioka
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平成 28 年度 日臨技、都道府県技師会主催 
「検査説明･相談ができる臨床検査技師育成講習会 」 

 

◆ 技 師 会 : 一般社団法人 岡山県臨床検査技師会 

  報 告 者： 藤岡 克徳 

◆ 開 催 日 : 平成２９年 ２月１1日（土）～ ２月１２日（日） 

 

決 算 書 
 
Ａ（収 入） 

科  目 金 額（円） 内 訳 ・ 備 考 
日臨技助成 

固定額 200,000 円 同一年度内開催回数に係わらず 1回のみ算定 

日臨技助成 
受講者あたり 44,000 円  受講者数 44 名＠1,000 円 

受 講 料 収 入 440,000 円  受講者数 44 名＠10,000 円 

   

   

合 計 684,000 円   
Ｂ（支 出） 

科  目 金 額（円） 内 訳 ・ 備 考 
会 場 費 0 円   

設 備 ・ 備 品 費 0 円   

印 刷 費 199,800 円  テキスト印刷費（印刷製本費用） 

人 件 費 

（ 講 師 謝 金 ） 
287,539 円  

技師 90 分まで＠11,137 円×2名 ※源泉込 

技師以外 90 分まで＠33,411 円×3名 ※源泉込 

技師以外 90 分超過＠50,116 円×2名 ※源泉込 

企業 1      ＠ 64,800 円×1社 

企業 2      ＠     円× 社     

旅 費 ・ 宿 泊 費 132,063 円  
講師関係  117,183 円 ※税込 

その他    14,880 円 ※税込 

会 議 費 10,220 円  2 回開催（2月 7日、2月 10 日） 

通 信 運 搬 費 16,482 円  切手代 

消 耗 品 費 42,936 円  ネームプレート、受講終了証 

広 報 費 0 円   

担 当 者 活 動 費 15,000 円  ＠1,500 円×のべ 10 名（2日間） 

   

雑 費 1,056 円  講師水代、接待用お茶代 

合 計 705,096 円   

Ａ-Ｂ（収 支） 

差し引き ▲21,096 円  

理由と処理方法： 

 参加者が 44 名と例年より若干少なかった。 

資料を印刷製本したため昨年より約 1万円コストアップした。 

 赤字は岡臨技会計より補填（前年度内部留保より補充） 

 
※事業終了 2 週間以内に、日臨技事務局、都道府県技師会事務局へ提出 

Fujioka
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平成 28 年度 日臨技、都道府県技師会主催 
「検査説明･相談ができる臨床検査技師育成講習会 」 

 

 
 

                                     

報 告 書 

※「事後アンケート」の集計結果も添付 

報告者  藤岡 克徳 電話番号 086-276-7726（内 6665） 

開催運営 （  岡山県   ）技師会 

技師会会長名  岡本 由美 

開催日時 平成 29 年 2 月 11 日（土）9：00～平成 29年 2月 12 日（日）16：30 

開催場所 
一般財団法人操風会 岡山旭東病院 パッチ・アダムスホール 

〒703-8265 岡山市中区倉田 567-1 

後援団体名 （公社）岡山県医師会、（一社）岡山県病院協会、（公社）岡山県看護協会 

受講者数   ４４ 名 

実

務

委

員 

氏名・所属 

岡本由美（松田病院）、藤岡克徳（岡山旭東病院）、高津昌吾（玉野三井病

院）、中川裕美（倉敷リバーサイド病院）、森本信太郎（岡山旭東病院）、

寺阪賢人（岡山旭東病院） 計 6 名 （1 日目：5名、2日目：5名） 

概要 

（簡潔に） 

横地副会長の講義に始まり、実際に説明を実施している施設紹介や、ロー

ルプレイを交えた座学ではない講義内容に受講者の評価も高いものであ

った。特に、2 日目の検査説明の実際では、検査説明を行い、ビデオ放映

後、評価をしていただいたことで、受講者も実際の検査説明・相談業務へ

のイメージが湧いたように思われた。 

成果 

3 年間で 139 名の受講者となり、会員数（1354 名：平成 29年 2月末現在）

の約 1 割受講の目標は達成出来た。アンケートでも「できそう」が 22％、

「わからない」が 78％に対し「できない」は 0％となっており、各施設な

りの問題は若干存在するが説明業務に取り組むきっかけとなったと考え

れば十分な成果があったと考える。 

今後の課題 

（反省・改善・要望） 

前回までと同様、ビデオ放映を一切しなかったことは良い評価につながっ

たように思われた。ただし、昨年同様 R-CPC において評価が低めだったの

で、内容等に検討の余地があったことは残念であった。 
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一般社団法人岡山県臨床検査技師会 定款 

 

第１章 総 則 

 

（名称) 

第１条 この法人は、一般社団法人岡山県臨床検査技師会と称する。 

 

（事務所) 

第２条 この法人は、主たる事務所を岡山市に置く。 

２ この法人は、理事会の決議により、従たる事務所を必要な場所に設置することができる。これを変更または廃

止する場合も同様とする。 

 

（目的） 

第３条 この法人は、臨床検査技師及び衛生検査技師（以下「検査技師」という。）の制度・身分の確立及び学術・

技術の向上並びに福利厚生・相互団結の充実を図り、もって検査技師の職能意識を高めることにより、地域住民

の健康の保持、増進、発展に寄与することを目的とする。 

 

（事業） 

第４条 この法人は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

⑴ 検査及び検査技師の実態調査に関すること 

⑵ 学術的な研究、調査及び研修に関すること 

⑶ 内外の関連団体との連携に関すること 

⑷ 教育制度に関すること 

⑸ 会誌の編集・発行に関すること 

⑹ 精度管理事業に関すること 

⑺ 岡山医学検査学会に関すること 

⑻ 表彰に関すること 

⑼ 関連学会に関すること 

⑽ 会員の福利厚生に関すること 

⑾ 自治体との連携に関すること 

⑿ 医療安全対策に関すること 

⒀ 検査値標準化に関すること 

⒁ 地域保健医療の推進に関すること 

Fujioka
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⒂ 公衆衛生の向上に関すること 

⒃ その他、この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

（事業年度） 

第５条 この法人の事業年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

（規律） 

第６条 この法人は、理事会の決議により別に定める倫理規程の理念と規範に則り、事業を公正かつ適正に運営し、

第３条に掲げる目的の達成と社会的信用の維持・向上に努めるものとする。 

 

第２章 会 員 

 

（法人の構成員） 

第７条 この法人の会員は、次の３種とし、正会員をもって一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（以下「一

般法人法」という。）上の社員とする。 

⑴ 正会員 この法人の目的に賛同して入会した個人 

⑵ 賛助会員 この法人の事業を賛助するため入会した個人又は団体 

⑶ 名誉会員 この法人に功労のあった者又は学識経験者で社員総会（以下「総会」という。）において推薦、

承認された者 

 

（入会） 

第８条 正会員は臨床検査技師又は衛生検査技師免許を有するものとする。 

２ 正会員及び賛助会員として入会しようとする者は、理事会の決議により別に定める入会申込書により申し込む

ものとする。 

 

（入会金及び会費） 

第９条 正会員及び賛助会員は、この法人の活動に必要な経費に充てるため、総会において別に定める入会金及び

会費を納入しなければならない。 

 

（任意退会） 

第１０条 会員は、理事会において別に定める退会届を提出することにより、任意にいつでも退会することができ

る。 
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（除名） 

第１１条 会員が次のいずれかに該当するに至ったときは、第２０条第２項に定める総会の特別決議によって当該

会員を除名することができる。この場合、その会員に対し、総会の１週間前までに、理由を付して除名する旨を

通知し、総会において、決議の前に弁明の機会を与えなければならない。 

⑴ この法人の定款その他の規則に違反したとき。 

⑵ この法人の名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をしたとき。 

⑶ その他の除名すべき正当な事由があるとき。 

 

（会員資格の喪失） 

第１２条 前２条の場合のほか、会員は、次のいずれかに該当するに至ったときは、その資格を喪失する。 

⑴ 成年被後見人又は被保佐人になったとき。 

⑵ 当該会員が死亡し、若しくは失踪宣告を受け、又は会員である団体が解散したとき。 

⑶ 催促の期限を超過して会費の支払い義務が履行されなかったとき。 

⑷ 総正会員が同意したとき。 

 

（会員資格喪失に伴う権利及び義務） 

第１３条 会員が前３条の規定によりその資格を喪失したときは、この法人に対する会員としての権利を失い、義

務を免れる。正会員については、一般法人法上の社員としての地位を失う。ただし、未履行の義務は、これを免

れることはできない。 

２ この法人は、会員がその資格を喪失しても、既納の入会金、会費その他の拠出金品は、これを返還しない。 

 

第３章 総 会 

 

（構成） 

第１４条 総会は、正会員をもって構成する。 

２ 総会における議決権は、正会員１名につき１個とする。 

３ 第１項の総会をもって、一般法人法上の社員総会とする。 

 

（権限） 

第１５条 総会は、次の事項を決議する。 

⑴ 役員の選任及び解任 

⑵ 役員の報酬の額又はその規程 

⑶ 定款の変更 
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⑷ 各事業年度の事業報告及び決算の承認 

⑸ 入会の基準並びに会費及び賛助会費の金額 

⑹ 会員の除名 

⑺ 長期借入金並びに重要な財産の処分及び譲受け 

⑻ 解散及び残余財産の処分 

⑼ 合併並びに事業の全部及び事業の重要な一部の譲渡 

⑽ 理事会において総会に付議した事項 

⑾ 前各号に定めるもののほか、一般法人法に規定する事項及びこの定款に定める事項 

２ 前項にかかわらず、個々の総会においては、第１７条第３項の書面に記載した総会の目的である事項以外の事

項は、決議することができない。 

 

（開催）             

第１６条 この法人の総会は、定時総会及び臨時総会の２種とする。 

２ 定時総会は、毎年１回事業年度終了後３か月以内に開催する。 

３ 臨時総会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。 

  ⑴ 理事会において開催の決議がなされたとき。 

   ⑵ 議決権の１０分の１以上を有する正会員から、総会の目的である事項及び招集の理由 

を記載した書面により招集の請求が理事にあったとき。 

４ 前項第２号の請求をした正会員は、次の場合には裁判所の許可を得て、総会を招集することができる。 

  ⑴ 請求後遅滞なく招集の手続きが行われないとき。 

  ⑵ 請求があった日から６週間以内の日を総会の日とする総会の招集の通知が発せられない場合。 

 

（招集） 

第１７条 総会は、法令に別段の定めがある場合を除き、理事会の決議に基づき会長が招集する。ただし、すべて

の正会員の同意がある場合には、書面又は電磁的方法による議決権の行使を認める場合を除き、その招集手続を

省略することができる。 

２ 会長は、前条第３項の規定による請求があったときは、その日から６週間以内の日を臨時総会の招集通知を発

しなければならない。 

３ 総会を招集するときは、会議の日時、場所、目的である事項を記載した書面又は電磁的方法により、開催日の

１週間前までに通知しなければならない。ただし、総会に出席しない正会員が書面又は電磁的方法により、議決

権を行使することができるようにするときは、２週間前までに通知しなければならない。 
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（議長） 

第１８条 総会の議長は、その総会において、出席正会員の中から選出する。 

 

（定足数） 

第１９条 総会は、総正会員の過半数の出席がなければ開催することができない。 

 

（決議） 

第２０条 総会の決議は、総正会員の議決権の過半数を有する正会員が出席し、出席した正会員の議決権の過半数

をもって決する。 

２ 前項の規定にかかわらず、次の決議は、総正会員の半数以上であって、総正会員の議決権の３分の２以上に当

たる多数をもって行う。 

⑴ 会員の除名 

⑵ 監事の解任 

⑶ 定款の変更 

⑷ 解散 

⑸ その他法令又はこの定款で定めた事項 

３ 理事又は監事を選任する議案を決議するに際しては、候補者ごとに第１項の決議を行わなければならない。 

 

（書面決議等） 

第２１条 総会に出席できない正会員は、予め通知された事項について書面又は電磁的方法により議決し、他の正

会員を代理人として議決権の行使を委任することができる。 

２ 前項の場合における前２条の規定の適用については、その正会員は出席したものとみなす。 

３ 理事又は正会員が、総会の目的である事項について提案した場合において、その提案について、正会員の全員

が書面又は電磁的記録により同意の意思表示をしたときは、その提案を可決する旨の社員総会の決議があったも

のとみなす。 

 

（報告の省略） 

第２２条 理事が正会員の全員に対し、総会に報告すべき事項を通知した場合において、その事項を総会に報告す

ることを要しないことについて、正会員の全員が書面又は電磁的記録により同意の意思表示をしたときは、その

事項の総会への報告があったものとみなす。 
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（議事録） 

第２３条 総会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成しなければならない。 

２ 議長及び出席した理事 正会員の中から議長が指名する議事録署名人２人は、前項の議事録に署名又は記名押

印するものとする。 

 

（総会規程） 

第２４条 総会の運営に関し必要な事項は、法令又はこの定款に定めるもののほか、理事会において定める総会規

程による。 

 

第４章 役員等及び理事会 

      第１節 役員等 

 

（種類及び定数） 

第２５条 この法人に、次の役員を置く。 

⑴ 理事 ２０名以上２５名以内 

⑵ 監事 ２名以内 

２ 理事のうち、１名を代表理事とし、代表理事をもって会長とする。 

３ 理事のうち数名を一般法人法第９１条第１項第２号に規定する業務執行理事とすることができる。 

 

（選任等） 

第２６条 理事及び監事は理事会の決議により別に定める役員選任規程により、総会の決議によって選任する。 

２ 代表理事及び業務執行理事は、理事会の決議によって理事の中から定める。 

３ 理事会は、その決議によって前項で選定された業務執行理事より副会長３名、専務理事及び常務理事をそれぞ

れ若干名、選出することができる。 

４ 監事は、この法人の理事又は使用人を兼ねることができない。 

５ 監事は、この法人の正会員以外から選出することができる。 

 

（理事の職務・権限） 

第２７条 理事は、理事会を構成し、この定款の定めるところにより、この法人の業務執行の決定に参画する。 

２ 会長は、この法人を代表し、その業務を執行する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、この法人の業務を執行する。また、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、

理事会が予め決定した順序によって、会長の業務執行に係る職務を代行する。 

４ 専務理事は、会長及び副会長を補佐し、この法人の業務を執行する。また、会長及び副会長に事故があるとき
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又は会長及び副会長が欠けたときは、理事会が予め決定した順序によって、会長の業務執行に係る職務を代行す

る。 

５ 常務理事は、この法人の業務を分担執行する。また、専務理事に事故があるとき又は専務理事が欠けたときは、

理事会が予め決定した順序によって、その職務を代行する。 

６ 会長、副会長、専務理事、常務理事及びそれ以外の業務を執行する理事の権限は、理事会の議決により別に定

める組織運営規程による。 

７ 代表理事及び業務執行理事は、毎事業年度に４カ月を超える間隔で２回以上、自己の職務の執行の状況を理事

会に報告しなければならない。 

 

（監事の職務権限） 

第２８条 監事は、次に掲げる職務を行う。 

⑴ 理事の職務執行の状況を監査し、法令で定めるところにより、監査報告を作成すること。 

⑵ この法人の業務及び財産の状況を調査すること、並びに各事業年度に係る計算書類及び事業報告書等を監

査すること。 

⑶ 理事会に出席し、必要があると認めるときは意見を述べること。 

⑷ 理事が不正の行為をし、若しくはその行為をする恐れがあると認めるとき、又は法令若しくは定款に違反

する事実若しくは著しく不当な事実があると認められるときは、これを理事会に報告すること。 

⑸ 前項の報告をするため必要があるときは、会長に理事会の招集を請求すること。ただし、その請求のあっ

た日から５日以内に、その請求があった日から２週間以内の日を理事会の日とする招集通知が発せられない

場合は、直接理事会を招集すること。 

⑹ 理事が総会に提出しようとする議案、書類その他法令で定めるものを調査し、法令若しくは定款に違反し、

又は著しく不当な事項があるときは、その調査の結果を総会に報告すること。 

⑺ 理事がこの法人の目的の範囲外の行為その他法令若しくは定款に違反する行為をし、又はその行為をする

恐れがある場合において、その行為によってこの法人に著しい損害が生ずる恐れがあるときは、その理事に

対し、その行為をやめることを請求すること。 

⑻ その他監事に認められた法令上の権限を行使すること。 

 

（任期） 

第２９条 理事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時総会の終結の時まで

とし、再任を妨げない。 

２ 監事の任期は、選任後４年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時総会の終結の時までとし、

再任を妨げない。 

３ 役員は、第２５条に定める定数に足りなくなるときは、任期の満了又は辞任により退任した後も、新たに選任
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された者が就任するまで、なお理事又は監事としての権利義務を有する。 

 

（解任） 

第３０条 役員は、総会の決議によって解任することができる。ただし、監事を解任する場合は、総正会員の半数

以上であって、総正会員の議決権の３分の２以上に当たる多数をもって行わなければならない。 

 

（報酬等） 

第３１条 理事及び監事は無報酬とする。 

２ 役員には、その職務を行うために要する費用の支払いをすることができる。 

３ 前項に関し必要な事項は、理事会の決議により別に定める役員等の費用に関する規程による。 

（取引の制限） 

第３２条 理事が次に掲げる取引をしようとする場合は、その取引について重要な事実を開示し、理事会の承認を

得なければならない。 

⑴ 自己又は第三者のためにするこの法人の事業の部類に属する取引 

⑵ 自己又は第三者のためにするこの法人との取引 

⑶ この法人がその理事の債務を保証することその他理事以外の者との間におけるこの法人とその理事との

利益が相反する取引 

２ 前項の取引をした理事は、その取引の重要な事実を遅滞なく理事会に報告しなければならない。 

３ 前２項の取扱いについては、第４５条に定める組織運営規程によるものとする。 

 

（名誉会員及び顧問） 

第３３条 この法人に、名誉会員及び若干名の顧問を置くことができる。 

２ 名誉会員及び顧問は、会員の中から、理事会において任期を定めた上で選任する。 

３ 名誉会員及び顧問は、無報酬とする。ただし、その職務を行うために要する費用の支払いをすることができる。 

 

（名誉会員及び顧問の職務） 

第３４条 名誉会員及び顧問は、会長の諮問に応え、会長に対し、意見を述べることができる。 

 

第２節 理事会 

 

（設置） 

第３５条 この法人には理事会を設置する。 

２ 理事会は、すべての理事をもって構成する。 
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（権限） 

第３６条 理事会は、この定款に別に定めるもののほか、次の職務を行う。 

⑴ 総会の日時及び場所並びに議事に付すべき事項の決定 

⑵ 規則の制定、変更及び廃止に関する事項 

⑶ 前各号に定めるもののほかこの法人の業務執行の決定 

⑷ 理事の職務の執行の監督 

⑸ 会長、副会長、専務理事、常務理事及び業務執行理事の選定及び解職 

２ 理事会は、次に掲げる事項その他の重要な業務執行の決定を理事に委任することができない。 

⑴ 多額の借財 

⑵ 重要な使用人の選任及び解任 

⑶ 従たる事務所その他の重要な組織の設置、変更及び廃止 

⑷ 内部管理体制の整備 

 

（種類及び開催） 

第３７条 理事会は、通常理事会及び臨時理事会の２種とする。 

２ 通常理事会は、毎年６回以上開催する。 

３ 臨時理事会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。 

⑴ 会長が必要と認めたとき。 

⑵ 会長以外の理事から会議の目的である事項を記載した書面をもって会長に招集の請求があったとき。 

⑶ 前号の請求があった日から５日以内に、その請求があった日から２週間以内の日を理事会の日とする理事

会の招集の通知が発せられない場合において、その請求をした理事が招集したとき。 

⑷ 第２８条第５号の規定により、監事から会長に招集の請求があったとき、又は監事が招集したとき。 

 

（招集） 

第３８条 理事会は、会長が招集する。ただし、前条第３項第３号により理事が招集する場合及び同項第４号によ

り監事が招集する場合を除く。 

２ 会長は、前条第３項第２号又は第４号に該当する場合は、その請求があった日から５日以内に、その請求があ

った日から２週間以内の日を理事会の日とする理事会の招集の通知を発しなければならない。 

３ 理事全員改選直後の理事会は、各理事がこれを招集することができる。 

４ 理事会を招集するときは、会議の日時、場所、目的である事項を記載した書面又は電磁的方法により、開催の

１週間前までに、各理事及び各監事に対して通知しなければならない。 

５ 前項の規定にかかわらず、理事及び監事全員の同意があるときは、招集の手続きを経ることなく理事会を開催

することができる。 
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（議長） 

第３９条 理事会の議長は、会長がこれに当たる。 

 

（定足数） 

第４０条 理事会は、理事の過半数の出席がなければ会議を開くことができない。 

 

（決議） 

第４１条 理事会の決議は、この定款に別段の定めがある場合を除き、決議に加わることができる理事の過半数が

出席し、その過半数をもって行う。 

 

（決議の省略） 

第４２条 理事が、理事会の決議の目的である事項について提案した場合において、その提案について、議決に加

わることのできる理事の全員が書面又は電磁的記録により同意の意思表示をしたときは、その提案を可決する旨

の理事会の決議があったものとみなす。ただし、監事が異議を述べたときは、この限りでない。 

 

（報告の省略） 

第４３条 理事又は監事が理事及び監事の全員に対し、理事会に報告すべき事項を通知した場合においては、その

事項を理事会に報告することを要しない。 

２ 前項の規定は、第２７条第７項の規定による報告には適用しない。 

 

（議事録） 

第４４条 理事会の議事については、法令で定めるところにより議事録を作成し、出席した代表理事及び監事は、

これに署名若しくは記名押印又は電子署名をしなければならない。 

 

（理事会規則） 

第４５条 理事会に関する事項は、法令又はこの定款に定めるもののほか、理事会において定める組織運営規程に

よる。 

    

第５章 資産及び会計 

 

（財産の種別） 

第４６条 この法人の財産は、基本財産及びその他の財産の２種類とする。 

２ 基本財産は、この法人の目的である事業を行うために不可欠なものとして理事会で定めた財産とする。 
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３ その他の財産は、基本財産以外の財産とする。 

 

（基本財産の維持及び処分） 

第４７条 基本財産についてこの法人は適正な維持及び管理に努めるものとする。 

２ やむを得ない理由により基本財産の一部を処分又は担保に供する場合には、理事会において、議決に加わるこ

とのできる理事の３分の２以上の議決を得なければならない。 

３ 基本財産の維持及び処分について必要な事項は、理事会の決議により別に定める会計事務取扱規程によるもの

とする。 

 

（財産の管理・運用） 

第４８条 この法人の財産の管理・運用は、会長が行うものとし、その方法は、理事会の決議により別に定める会

計事務取扱規程によるもとする。 

 

（事業報告及び決算） 

第４９条 この法人の事業報告及び決算については、毎事業年度終了後、会長が事業報告書及び計算書類並びにこ

れらの附属明細書を作成し、監事の監査を受け、理事会の承認を経た上で、定時総会において承認を得るものと

する。 

２ この法人は、前項の定時総会の終結後直ちに、法令の定めるところにより、貸借対照表を公告するものとする。 

 

（長期借入金及び重要な財産の処分又は譲受け） 

第５０条 この法人の資金を借入しようとするときは、その事業年度の収入をもって償還する短期借入金を除き、

総会において総正会員の半数以上であって、総正会員の議決権の３分の２以上の議決を経なければばらない。 

２ この法人が重要な財産の処分又は譲受けを行おうとするときも、前項と同じ議決を経なければならない。 

 

（会計原則等） 

第５１条 この法人の会計は、一般に公正妥当と認められる会計の慣行に従うものとする。 

２ この法人の会計処理に関し必要な事項は、理事会の議決により別に定める会計事務取扱規程によるものとする。                        

 

第５２条 この法人は、剰余金の分配を行なうことができない。 
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第６章 定款の変更、合併等、解散及び清算 

 

（定款の変更） 

第５３条 この定款は、総会において、総正会員の半数以上であって、総正会員の議決権の３分の２以上に当たる

多数の決議をもって変更することができる。 

 

（合併等） 

第５４条 この法人は、総会において、総正会員の半数以上であって、総正会員の議決権の３分の２以上の議決に

より、他の一般法人法上の法人との合併等、事業の全部又は一部の譲渡及び公益目的事業の全部を廃止すること

ができる。 

 

（解散） 

第５５条 この法人は、一般法人法第１４８条第１号、第２号及び第４号から第７号までに規定する事由によるほ

か、総会において、総正社員の半数以上であって、総正会員の議決権の３分の２以上に当たる多数の決議により

解散することができる。 

 

（残余財産の処分） 

第５６条 この法人が解散した場合の残余財産は、総会において総正会員の議決権の４分の３以上の同意を経、か

つ、岡山県知事の認可を得て、この法人と類似の目的を持つ他の公益法人に寄附するものとする。 

 

第７章 委員会 

 

（委員会） 

第５７条 この法人の事業を推進するために必要あるときは、理事会は、その決議により、委員会を設置すること

ができる。 

２ 委員会の委員は、会員及び学識経験者のうちから、理事会が選任する。 

３ 委員会の任務、構成及び運営に関し必要な事項は、理事会の決議により別に定める。 

 

第８章 事務局 

 

（設置等） 

第５８条 この法人の事務を処理するため、事務局を設置する。 

２ 事務局には、事務局長及び所要の職員を置く。 
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３ 事務局長及び重要な職員は、会長が理事会の承認を得て任免する。 

４ 事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、会長が理事会の決議により別に定める。 

 

（備置き帳簿及び書類） 

第５９条 主たる事務所には、常に次に掲げる帳簿及び書類を備え置かなければならない。 

  ⑴ 定款 

  ⑵ 会員名簿（及び会員の異動に関する書類） 

  ⑶ 理事及び監事の名簿 

  ⑷ 認定、許可、認可等及び登記に関する書類 

  ⑸ 定款に定める機関（理事会及び総会）の議事に関する書類 

  ⑹ 財産目録 

  ⑺ 役員等の費用に関する規定 

  ⑻ 事業計画書及び収支予算書 

  ⑼ 事業報告書及び計算書類等 

  ⑽ 監査報告書等 

  ⑾ その他法令で定める帳簿及び書類 

２ 前項各号の帳簿及び書類等の閲覧については、法令の定めによるほか、第５９条第２項に定める情報公開及び

閲覧規程によるものとする。 

 

第９章 情報公開及び個人情報の保護 

 

（情報公開） 

第６０条 この法人は、公正で開かれた活動を推進するため、その活動状況、運営内容、財務資料等を積極的に公

開するものとする。 

２ 情報公開に関する必要な事項は、理事会の決議により別に定める情報公開及び閲覧規程による。 

 

（個人情報の保護） 

第６１条 この法人は、業務上知り得た個人情報の保護に万全を期するものとする。 

２ 個人情報の保護に関する必要な事項は、理事会の決議により別に定める。 

 

（公告） 

第６２条 この法人の公告は、電子公告による。 

２ やむをえない事由により、電子公告によることができない場合は、官報に掲載する方法による。 
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３ この法人の賃借対照表の公告は、第１項にかかわらず、定時総会毎にその終結の日後、５年を経過する日まで

の間、継続してインターネットに接続された自動公衆送信装置を使用する方法による。 

 

第１０章 補 則 

 

（委任） 

第６３条 この定款に定めるもののほか、この法人の運営に必要な事項は、理事会の決議により別に定める。 

 附 則 

 

１ この定款は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関す

る法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第１２１条第１項において読み替えて準用する同法第１０

６条第１項に定める一般法人の設立の登記の日から施行する。 

 

２ 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施

行に伴う関係法律の整備等に関する法律第１２１条第１項において読み替えて準用する同法第１０６条第１項

に定める特例民法法人の解散の登記と一般法人の設立の登記を行ったときは、第５条の規定にかかわらず、解散

の登記の日の前日を事業年度の末日とし、設立の登記の日を事業年度の開始日とする。 

 

３ この法人の最初の代表理事は岡本由美、業務執行理事は木村泰治、黒川幸徳、河口勝憲とする。 



Fujioka
長方形

藤岡　克徳
テキストボックス
資料04-69



（ ）

①

②

- 円

- 円

●収支予算案

人 人）

人 人）

（予算 なし 社） -- 社）

① 円 円

② 円 円

③ 円 円

収 入 小 計 ④ 円 円

※講師 1 名

講 師 料 ①

旅 費 ①

講 師支 払額 ①

①

講 師 料 ②

旅 費 ②

講 師支 払額 ②

②

講 師 料 ③

旅 費 ③

講 師支 払額 ③

③

講 師 料 ④

旅 費 ④

講 師支 払額 ④

④

支 出 小 計

収 支 差 額

会 場 謝 礼

旅 費 日 当

提出日：

副会長担当部長

会 場 費

雑 費

運 営 費

消 耗 品 ･ 雑 費

講 師 謝 金

備考・摘要

会計

福島
予　算
決裁時

2017/03/15講演会等企画

講 師 謝 金

准教授

会長副会長会計担当部長

提出日：

理事

差異

 名

坂井 康律氏　　名

藤本一満

所　　属 ＤＳファーマバイオメディカル株式会社

ロシュ･ダイアグノスティクス株式会社所　　属

 【講師詳細】

肩　書　き

（予算時講師人数）

会員番号

司 会

(氏  名)

決算額

最 終 参 加 ②

最 終 参 加 ①備考・摘要

雑 収 入

25,000

備　　考

11,137

0

0

講 師 謝 金

10,000

予算額

0

共 催

倉敷芸術科学大学

会員番号

講 師 謝 金

【収入の部】 予算額

【支出の部】

0

参 加 費

25,000

3,240

0

10,000

0

25,000

決算額

0

0

0

0

差異

会長

生物化学分析部門

◎ 予算書

氏　　名

提案者：

～

0

0

所　　属

理事

（会員交通費は「様式07 出張報告書」を提出）

　

(一社)岡山県臨床検査技師会長様 河口

専門生涯教育点数 ①：

講演会等を下記のとおり企画し、提案および報告をいたします。

実務委員5名の交通費
芸科大守衛室への謝礼

デンカ生研株式会社　試薬学術部

工藤　僚康

 TEL：倉敷芸術科学大学 2号館2101室

13時00分

50

藤本
決　算
決裁時

免疫検査の基礎とデータ判読（演習有り）

20

(様式11 企画予算書・派遣・決算書)

5,000

藤本　一満

～

0

0

0

5,623

8,240

決算書

岡本植本

企 画 分 野

生 涯 教 育 点 数

会 場

日 時
17時00分平成29年7月15日 (土)

テ ー マ ・ 内 容

会員番号

備　　考

肩　書　き

氏　　名 未定

290310

准教授

所　　属

086-440-1039

（決算

（うち講師・実務委員

（うち講師・実務委員

(役職名)

【協賛詳細】

備　　考

備　　考

肩　書　き

藤本 一満

肩　書　き

氏　　名 会員番号

【運営費等詳細】

【雑費他詳細】

参 加 協 賛 収 入

0

0

500

(会員№)

290310

受 講 料 ①：募集人員 ①：

生涯教育点数 ②： 受 講 料 ②：募集人員 ②：

(施　　設　　名)

【参加者数詳細】

倉敷芸術科学大学

 名

Fujioka
長方形

藤岡　克徳
テキストボックス
資料04-71



予算書提出：

（ ）

- 円
- 円

（本人宛）

〒
〒

（施設長等宛）

〒

（本人宛）

〒
〒

（施設長等宛）

〒

（本人宛）

〒
〒

（施設長等宛）

〒

（本人宛）

〒
〒

（施設長等宛）

〒

円
〒

円
〒

円
〒

円
〒

-

社 名
送 付 先
送 付 氏 名

社 名

社 名

送 付 先

-送 付 先

施 設 住 所 -
-

-

講 師 ④

社 名 ③
社 名 0

協 力 金
-

送 付 氏 名

送 付 氏 名

社 名 ②
0

協 力 金

施 設 住 所
ロシュ･ダイアグノスティクス株式会社

社 名 ④
0

協 力 金

デンカ生研株式会社　試薬学術部 肩 書 き 0

肩 書 き

肩 書 き
氏 名

協 力 金
送 付 先 -

演 題

氏 名

施 設 名

肩 書 き

会 員 No. 0
イムノクロマトの構造と判定における注意点（演習）
工藤　僚康

肩 書 き

社 名 ①

施 設 住 所

協 力 依 頼

送 付 氏 名

自 宅 住 所

施 設 名

0

氏 名

Ｂ型肝炎の現状および最新の検査・治療
0

肩 書 き
施 設 住 所

290310藤本一満 会 員 No.

施 設 名

712-8505
倉敷芸術科学大学

未定

結核および結核感染症検査（QFT、T-SPOT）について

学長
岡山県倉敷市連島町西之浦2640番地

講 師 ②
氏 名

712-8505 岡山県倉敷市連島町西之浦2640番地
准教授

河野伊一郎

倉敷芸術科学大学　生命医科学科

講 師 ③
氏 名

施 設 名

施 設 住 所

演 題

自 宅 住 所

演 題

自 宅 住 所
施 設 住 所
施 設 名 0

肩 書 き

ＤＳファーマバイオメディカル株式会社

講 師 派 遣 依 頼
氏 名
演 題 抗体の作成法

0

肩 書 き

講 師 ①
会 員 No.坂井 康律

河口

免疫検査の基礎とデータ判読（演習有り）

　
下記の通り講師派遣および協力依頼の申請をいたします。

会長 礼状

藤本　一満

2017/03/15

会 場 倉敷芸術科学大学 2号館2101室

理事 担当部長 会計

 TEL：
～

日 時

テ ー マ ・ 内 容

副会長

13時00分

(様式11 企画予算書・派遣・決算書)

講師派遣（社）岡山県臨床検査技師会長　様 植本 福島藤本

講演会等講師派遣依頼書 
生物化学分析部門

生涯教育点数 ②：

～ 17時00分

生涯教育点数 ①：

明治33年1月0日 (土) 0時00分
平成29年7月15日（土）

50

藤本一満 准教授 倉敷芸術科学大学

 名募集人員 ①：

司 会

(会員№)

施 設 名

氏 名

会 員 No.

施 設 住 所

(施　　設　　名)

氏 名
施 設 名

施 設 名

施 設 住 所

企 画 分 野

提案者：

生涯教育点数
専門 20

0時00分

共 催

岡本

0 0

自 宅 住 所

086-440-1039

0

290310

事務所

(氏  名)

受 講 料 ①： 500

(役職名)

募集人員 ②：  名 受 講 料 ②：

必 要 

不 要 

必 要 

不 要 

必 要 

不 要 

必 要 

不 要 

必 要 

不 要 

必 要 

不 要 

必 要 

不 要 

必 要 

不 要 

Fujioka
長方形

藤岡　克徳
テキストボックス
資料04-72



予算書提出：

（ ）

施 設 名 ・ 所 属

施 設 住 所

電話番号・ＦＡＸ

Ｅ ｍ ａ ｉ ｌ

- 円

- 円

専門生涯教育点数 ①： 500募集人員 ①： 50  名20 受 講 料 ①：

（会報担当者宛）

　

免疫検査の基礎とデータ判読（演習有り）

086-440-1039

藤本　一満

注 意 事 項
伝 達 事 項

2017/03/15

～ 17時00分

会報掲載依頼書

fujimoto@sci.kusa.ac.jp

岡山県連島町西之浦2640番地

倉敷芸術科学大学　生命科学部　生命医科学科

平成29年7月15日（土）

明治33年1月0日 (土) 0時00分 ～ 0時00分

・大学までは、新倉敷駅から両備バスあるいは自家用車をご利用下さい。　尚、自家用車の方
は、入場門で守衛室で声をかけて入場してください。（駐車料金は無料です）

13時00分

免疫検査の基礎とデータ判読に役立つ内容としました。
講演内容は、①免疫試薬に含まれる抗体の作成法について、②結核の現状および結核感染症
検査のQFTとT-SPOTについて、③B型肝炎の現状および最新の検査・治療法について、④イム
ノクロマトの構造、原理の説明後、判定法および異常反応について（演習）です。
尚、参加希望者は日臨技会員専用サイトの会員メニューから事前に参加申込みをして下さい（演
習があるため事前に人数把握が必要のため）。

講 師 ②

テ ー マ ・ 内 容

日 時

担 当 者

共 催

会 場

※この内容を会報に
　掲載します。

講 習 会 の ポ イ ン ト

講 師 ①

講 師

演 題

施 設 名

藤本一満氏 名

肩 書 き

倉敷芸術科学大学 2号館2101室

生涯教育点数 ②： 募集人員 ②：

0

0

0

工藤　僚康氏 名 会 員 No.

准教授肩 書 き

会 員 No. 290310

0

氏 名

肩 書 き

社 名 ②

未定

イムノクロマトの構造と判定における注意点（演習）

0

0

講 師 ③

協 力 各 社

講 師 ④

0

0

施 設 名

演 題

デンカ生研株式会社　試薬学術部 0肩 書 き

0

受 講 料 ②：

坂井 康律

社 名 ③

社 名 ④

社 名 ①

会 員 No.

Ｂ型肝炎の現状および最新の検査・治療

0

氏 名

演 題

結核および結核感染症検査（QFT、T-SPOT）について

ロシュ･ダイアグノスティクス株式会社

会 員 No.

 名0

倉敷芸術科学大学　生命医科学科

ＤＳファーマバイオメディカル株式会社

施 設 名

演 題

施 設 名

企 画 分 野
生物化学分析部門

生涯教育点数

抗体の作成法

086-440-1039 TEL：

mailto:fujimoto@sci.kusa.ac.jp
Fujioka
長方形
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（ ）

①

②

- 円

- 円

●収支予算案

人 12 人）

人 人）

（予算 なし 社） -- 社）

① 円 円

② 円 円

③ 円 円

収 入 小 計 ④ 円 円

※講師 4 名

講 師 料 ①

旅 費 ①

講 師支 払額 ①

①

講 師 料 ②

旅 費 ②

講 師支 払額 ②

②

講 師 料 ③

旅 費 ③

講 師支 払額 ③

③

講 師 料 ④

旅 費 ④

講 師支 払額 ④

④

支 出 小 計

収 支 差 額

平成29年2月16日 (木)

テ ー マ ・ 内 容

【参加者数詳細】

岡山大学病院

3,000

(会員№)

111008

生涯教育点数 ②： 受 講 料 ②：

受 講 料 ①：

募集人員 ②：

参 加 協 賛 収 入 000

2,350

備　　考

講師水代・郵送費

10000*3

肩　書　き

氏　　名 会員番号

備　　考

肩　書　き

所　　属

【運営費等詳細】

【雑費他詳細】

非会員講師3名

会員番号

備　　考

肩　書　き

氏　　名

（決算

（うち講師・実務委員77

（うち講師・実務委員

(役職名)

【協賛詳細】

藤田　勝

岡本

2017/03/06

086-235-7760

河口

 TEL：岡山大学医学部臨床講義棟

9時00分

専門生涯教育点数 ①： 募集人員 ①：

講演会等を下記のとおり企画し、提案および報告をいたします。

◎ 決算書

藤田

企 画 分 野

生 涯 教 育 点 数

会 場

日 時
17時00分

30,000

20,000

69,82674,500

7,541 8,098

4,674

2,324

▲557

17,676

理事

（会員交通費は「様式07 出張報告書」を提出）

実務委員日当3000*6・講師実務委員交通費34150・
テキスト印刷物品費17676

52,150

植本

 名

～

～

提案者：

 名30

病理、遺伝子染色体

(一社)岡山県臨床検査技師会長様

(様式11 企画予算書・派遣・決算書) 会長

その他

◎ 予算書

0

差異

0 30000＋10000

0

補助金＋参加費105,000295,000

40,000

190,000 ▲ 12,013202,013

92,9870

30,000

190,000

決算額

295,000

▲1613046,130

54,500

講 師 謝 金

日本臨床検査技師会中四国支部病理・遺伝子染色体部門合同研修会

共 催

会員番号

40,000 0

33,411講 師 謝 金

40,000

予算額

30,000

【収入の部】 予算額

【支出の部】

参 加 費

雑 収 入

190,000

備　　考

(施　　設　　名)(氏  名)

氏　　名

所　　属

44,548 44,548

30,000

0

33,411

105,000

司 会

所　　属

 【講師詳細】

肩　書　き

藤田勝 主任臨床検査技師

差異決算額

最 終 参 加 ②

最 終 参 加 ①備考・摘要

会長副会長会計担当部長

提出日：

福島

40,000

30,000

理事

決　算
決裁時

所　　属

会員講師3名

（予算時講師人数）

会員番号

20

0 氏　　名

通 信 費

旅 費 日 当

提出日：

副会長担当部長

会 場 費

雑 費

運 営 費

消 耗 品 ･ 雑 費

講 師 謝 金

備考・摘要

会計

予　算
決裁時

2016/11/25講演会等企画

講 師 謝 金
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（ ）

①

②

- 円

- 円

●収支予算案

人 8 人）

人 人）

（予算 なし 社） -- 社）

① 円 円

② 円 円

③ 円 円

収 入 小 計 ④ 円 円

※講師 1 名

講 師 料 ①

旅 費 ①

講 師支 払額 ①

①

講 師 料 ②

旅 費 ②

講 師支 払額 ②

②

講 師 料 ③

旅 費 ③

講 師支 払額 ③

③

講 師 料 ④

旅 費 ④

講 師支 払額 ④

④

支 出 小 計

収 支 差 額

講 師 謝 金

備考・摘要

司 会

福島
予　算
決裁時

2016/11/24講演会等企画

最 終 参 加 ②

通 信 費

旅 費 日 当

提出日：

副会長担当部長

講 師 謝 金

会 場 費

雑 費

運 営 費

消 耗 品 ･ 雑 費

所　　属

（予算時講師人数）

会員番号氏　　名

会長副会長会計担当部長

提出日：

福島

理事

決　算
決裁時

文屋涼子

最 終 参 加 ①備考・摘要 69

▲ 12,000

差異

所　　属

 【講師詳細】

肩　書　き

会員番号

備　　考

備　　考

(施　　設　　名)(氏  名)

氏　　名

所　　属

▲ 12,000

【収入の部】 予算額

【支出の部】

参 加 費

雑 収 入

42,500

42,500

講 師 謝 金

「　第2回　輸血の困ったを解決する　」

共 催

会員番号

講 師 謝 金

予算額

30,500

決算額

29,900

6000

42,500

差異

河口

(様式11 企画予算書・派遣・決算書) 会長

移植検査部門

◎ 予算書

理事

岡本植本

会計

回答者3名
1時間（5,000円ｘ1名）、20分（2,000円ｘ2名）
実務委員5名（500円x5名）
交通費8名（4,600円）

植本

 名

提案者：

 名

16,100

16,372 7,000

▲ 3,900

▲ 9,372

6,128

16,10020,000

6,800

20,000

会 場

日 時
15時00分

木村(一社)岡山県臨床検査技師会長様

専門生涯教育点数 ①：

～

85

決算書

募集人員 ①：

講演会等を下記のとおり企画し、提案および報告をいたします。

20

木村　泰治

テ ー マ ・ 内 容

生 涯 教 育 点 数

企 画 分 野

（決算

岡本

2017/03/01

河口

 TEL：

木村

（うち講師・実務委員

(役職名)

【協賛詳細】

副主任

30,500

決算額

（うち講師・実務委員

受 講 料 ①：

【参加者数詳細】

受 講 料 ②：

334666

肩　書　き

氏　　名

【運営費等詳細】

【雑費他詳細】

氏　　名 会員番号

備　　考

（会員交通費は「様式07 出張報告書」を提出）

肩　書　き

所　　属

備　　考

印刷10円x7枚x100名=7,000円

肩　書　き

▲ 3,900

0

1,532円/1時間

参 加 協 賛 収 入

川崎医科大学附属病院

500

川崎医科大学附属病院

募集人員 ②：

岡山大学病院マスカットキューブ

13時00分

～

(会員№)

334138 仲井富久江

生涯教育点数 ②：

平成29年2月26日 (日)

Fujioka
長方形
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（ ）

①

②

- 円

- 円

●収支予算案

人 35 人）

人 人）

（予算 8 社） 8 社）

① 円 円

② 円 円

③ 円 円

収 入 小 計 ④ 円 円

※講師 1 名

講 師 料 ①

旅 費 ①

講 師支 払額 ①

①

講 師 料 ②

旅 費 ②

講 師支 払額 ②

②

講 師 料 ③

旅 費 ③

講 師支 払額 ③

③

講 師 料 ④

旅 費 ④

講 師支 払額 ④

④

支 出 小 計

収 支 差 額

3,000

20,000

弁 当 代

会 場 費

雑 費

運 営 費

消 耗 品 ･ 雑 費

通 信 費

20,000

医療安全管理室長

差異

320,000

▲ 20,000

200号：午前　2社

221号：午後　2社

221号：午前　2社

旅 費 日 当

提出日：

岡山大学病院　神経内科

（予算時講師人数）

会員番号

講 師 謝 金

副会長担当部長

講 師 謝 金

備考・摘要

司 会

実務委員参加費免除▲ 20,000

20

0 氏　　名

80,000

80,00080,000

80,00080,000

80,000

200号：午後　2社

80,000

提出日：

福島

33,000

（他県参加含む）

岡田　健

決算額 最 終 参 加 ①

0

理事

決　算
決裁時

所　　属

会長副会長会計担当部長

医療技術部長

セミナー各社２名免除

最 終 参 加 ②

備考・摘要

備　　考

(施　　設　　名)(氏  名)

決算額

640,000

差異

0

0

高村　好実

36,752

【収入の部】 予算額

【支出の部】

3,000

参 加 費

雑 収 入

300,000

30,000

参 加 協 賛 収 入

予算額

33,000

36,752

620,000

講 師 謝 金

「岡山認知症診療から見えてきたこと」「認知症への臨床検査技師としてのかかわり方」

共 催

市立宇和島病院

会員番号

40,000 0

20,000

講 師 謝 金

10,000 10,000

3,240

20,000

0

0

40,000

44,548

10,000

64,000

1623,078

0

10,000

620,000

176,000

350,634269,366

370,6340

240,000

◎ 予算書

会計

技師会会員329名

44,548

福島
予　算
決裁時

2016/11/21講演会等企画

(一社)岡山県臨床検査技師会長様 河口 岡本植本

(様式11 企画予算書・派遣・決算書) 会長

265,460 2,870

理事

5,950

植本

生涯教育点数 ①：

30,000

肩　書　き

6,118

副技師長

氏　　名

所　　属

愛媛県臨床検査技師会会長

会員番号

23,882

9,832

30,000

0

会場費：手土産代（3,078円）
旅費日当：実務委員交通費（5,950円）
消耗品・雑費：講師飲料水（168円）

380479

～

募集人員 ①：

　　　←企画分野をリストから入力。その他の場合は下段に分野を入力。

講演会等を下記のとおり企画し、提案および報告をいたします。

生 涯 教 育 点 数

会 場

300

企 画 分 野

日 時
17時00分

岡本

【協賛詳細】

植本　美佐夫

受 講 料 ①：

募集人員 ②：

テ ー マ ・ 内 容

 名

平成29年3月5日 (日)

植本 植本

◎

～

第47回岡山県医学検査学会　特別講演

提案者：

決算書

086-462-1111

河口

 TEL：

 名 1,000

医療法人天和会　松田病院

川崎医療短期大学200号大講義室　他

9時00分

専門

（決算

（うち講師・実務委員

講師

 【講師詳細】

肩　書　き

山下　徹

367

（うち講師・実務委員

80,000

肩　書　き

氏　　名

会員番号

備　　考

所　　属

所　　属

（会員交通費は「様式07 出張報告書」を提出）

氏　　名

【運営費等詳細】

【雑費他詳細】

備　　考

肩　書　き

168

320,000320,000

@800円×220

【参加者数詳細】

岡山大学病院

4,050

0

262,590

備　　考

生涯教育点数 ②：

(会員№)

330803

雑費：講師接待用コーヒー・お茶（881円）
　　　　　　　　　　　お茶菓子（1,989円）
弁当代：220人分（176,000円）

334729 岡本　由美

受 講 料 ②：

(役職名)

Fujioka
長方形

藤岡　克徳
テキストボックス
資料04-77



年 月 日 曜 活　　動（行事）・開催地・内　　容（概要）

6 木 ●常務理事会・・・技師会事務所

●総務担当会議・・・技師会事務所

●学術担当会議・・・技師会事務所

●渉外担当会議・・・済生会吉備病院

11 木 ●理事会・・・技師会事務所

●常務理事会・・・川崎医療短期大学

●総務担当会議・・・川崎医療短期大学

●学術担当会議・・・技師会事務所

●渉外担当会議・・・済生会吉備病院

6 木 ●理事会・・・技師会事務所

3 木 ●常務理事会・・・技師会事務所

●総務担当会議・・・技師会事務所

●学術担当会議・・・技師会事務所

●渉外担当会議・・・済生会吉備病院

◆津山地区講演会「凝固検査の基礎から最新情報について」

　　　会場：津山中央病院　研修センター２階研修室

◆一般検査部門講演会「初心者・日当者のための尿検査講座」

　　　会場：川崎医療短期大学　体育館

◆平成29年度（一社）岡臨技　定期総会

　　　会場：川崎医療短期大学 体育館

◆真庭地区講演会「甲状腺ホルモンについて」

　　　会場：金田病院　研修ホール

◆平成29年度　岡山県臨床検査技師会新入会員研修会・懇親会

　　　会場：サンピーチ岡山

◆生物化学分析部門講演会「免疫検査の基礎とデータ判読」

　　　会場：倉敷芸術科学大学 2号館2101室

29

土

金

4

日

金

土

木

6

23

3

11

7

15

11

20

5

（平成29年4月　常務理事会）

岡臨技３カ月間予定表
◇開催日：　4月6日　　　◇開催地：岡臨技事務所（岡山市）

◇期　間：平成29年4月1日～平成29年8月31日

会
議
等

講
演
会
等

29

4

6

5

8 木17

7

8

21

15 土

8

日

木

Fujioka
長方形

藤岡　克徳
テキストボックス
資料04-91



13 土 理事会

17 土
18 日
23 金 法人化55周年・創立65周年記念式典

24 土 平成29年度定時総会

29

7

第66回日本医学検査学会
日
臨
技

同
好
会
等

4

29

5

4

8

6

6

7

8

5
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